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八
尾
田
中
家
蔵
上
方
学
芸
家
書
簡

山
　
中
　
浩
　
之

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
書
簡
は
八
尾
田
中
家
に
伝
来
所
蔵
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
上
方
学
芸
家
書
簡
が
同
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
医
家
と
し
て
の
田
中

家
の
成
り
立
ち
と
展
開
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
は
じ
め
に
以
下
簡
単
に

同
家
の
こ
と
に
つ
い
て
の
べ
て
お
き
た
い
。

　
田
中
家
は
十
八
世
紀
中
頃
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
約
二
五
〇
年
間
、
八
尾
に
お

い
て
医
家
と
し
て
存
続
展
開
し
て
き
た
家
で
あ
る
。
八
尾
は
か
つ
て
木
魚
の
大
集

散
地
と
し
て
栄
え
た
在
郷
町
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
享
保
期
に
は
大
坂
の
懐
徳
堂

や
平
野
含
翠
堂
と
同
様
に
、
住
民
有
志
に
よ
っ
て
環
山
楼
（
伊
籐
東
涯
の
命
名
）

と
い
う
学
問
の
場
が
形
成
さ
れ
た
所
で
も
あ
っ
た
。

　
田
中
家
は
も
と
大
和
国
三
輪
神
社
の
神
職
で
、
近
世
初
頭
の
戦
乱
の
渦
中
、
八

尾
に
移
住
定
着
し
た
家
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
八
尾
定
住
後
は
農
民
と
し
て
存

続
し
た
が
、
そ
の
家
で
医
業
へ
の
転
換
を
は
か
っ
た
の
は
祐
庵
元
允
（
一
七
二
八

～
一
七
八
九
）
の
代
で
あ
っ
た
。
元
允
は
環
山
楼
の
人
た
ち
と
交
流
を
も
ち
、
町

場
的
発
展
の
中
で
医
療
需
要
の
高
ま
り
を
感
じ
つ
つ
医
の
形
成
を
志
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
そ
の
子
祐
篤
元
三
（
一
七
六
七
～
一
八
二
五
）
は
京
・
大
坂
に
遊
学
し
て
多
く

の
学
者
た
ち
と
交
流
を
結
ん
だ
。
紅
絹
は
少
時
環
山
楼
の
同
志
の
一
人
燈
口
孤
島

に
学
ん
だ
の
ち
、
京
に
遊
学
し
て
伊
良
子
光
顕
・
和
田
東
回
に
医
学
を
学
ん
だ
。

傍
ら
本
草
学
に
も
親
し
ん
だ
よ
う
で
十
代
後
半
に
は
木
村
兼
葭
堂
を
訪
れ
た
り
し

て
い
る
。
さ
ら
に
儒
学
に
つ
い
て
は
大
坂
混
沌
社
の
片
山
北
海
や
尾
藤
二
洲
ら
に

つ
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
こ
の
元
組
に
よ
っ
て
田
中
家
は
医
家
と
し
て
の
確
立
を
み
た
。
元
絹
は
医
家
弥

性
園
を
営
ん
だ
が
、
そ
の
中
心
に
蔵
書
の
形
成
が
あ
っ
た
。
文
政
六
年
版
の
『
続

浪
華
郷
友
録
』
に
道
導
は
「
読
書
を
好
み
、
こ
こ
を
も
っ
て
蔵
書
多
し
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
蔵
書
の
大
半
は
現
在
に
伝
来
し
、
約
二
〇
〇
〇
冊
を
数
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
元
組
に
よ
っ
て
祖
先
祭
祀
が
仏
式
か
ら
儒

教
へ
と
転
換
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
寛
政
元
年
の
父
巻
雲
の
死
は
儒
葬
で
営
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



た
。
位
牌
も
墓
石
も
儒
教
化
さ
れ
、
仏
壇
は
祠
堂
へ
と
変
わ
る
。
こ
れ
は
医
家
と

し
て
の
家
の
は
じ
ま
り
を
父
に
お
き
、
自
分
が
継
承
確
立
す
る
こ
と
を
は
っ
き
り

示
す
行
為
で
あ
っ
た
。
儒
医
と
し
て
の
精
神
的
確
立
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の

後
、
元
資
（
一
八
○
○
～
一
八
五
九
）
の
代
に
な
る
と
懐
徳
堂
と
の
関
係
が
強
く

な
る
と
と
も
に
、
幕
末
に
は
頼
三
樹
三
郎
や
藤
本
鉄
石
な
ど
尊
接
派
の
人
々
と

も
交
わ
り
を
も
っ
た
。
「
在
村
の
儒
医
」
か
ら
「
駄
面
の
医
家
」
へ
の
変
化
を
感

じ
さ
せ
る
。
近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
西
洋
医
学
の
修
得
が
な
さ
れ
て
漢
方
医
か
ら

洋
医
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
、
地
域
医
療
の
中
心
的
存
在
と
し
て
現
代
に
至
っ
て
い

る
。
な
お
そ
の
間
も
、
儒
教
が
「
家
の
宗
教
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

（
詳
し
く
は
拙
稿
「
在
村
医
家
の
形
成
と
儒
教
－
八
尾
田
中
元
絹
を
中
心
に
一
」

『
大
阪
の
歴
史
と
文
化
』
和
泉
書
院
一
九
九
四
）

　
さ
て
こ
こ
に
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
書
簡
は
元
組
・
元
資
の
代
に
収
集
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
収
集
と
い
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
好
事
家
的
な
も
の
で
は
な
く
、

今
の
べ
た
よ
う
な
自
分
た
ち
の
学
問
的
伝
統
を
確
か
め
る
と
い
う
意
味
を
も
っ

て
、
意
識
的
に
選
択
し
て
入
手
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
古
義

堂
・
懐
徳
堂
・
混
沌
社
そ
し
て
医
学
・
本
草
学
関
係
の
人
々
の
書
簡
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
一
八
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
世
紀
に
至
る
上
方
学
芸
の
展
開
を
た
ど
り

う
る
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
以
下
、
各
書
簡
ご
と
に
翻
字
を
掲
げ
、
多
少

の
注
を
付
す
。
な
お
一
部
に
は
写
真
を
併
載
し
た
。

（
こ

八
二

伊
藤
仁
斎
書
簡
（
中
江
眠
山
嶺
）

　
　
　
　
　
尚
≧
御
難
志
之
段

　
　
　
　
源
蔵
方
に
て
手
簡
令
拝
見
、

　
　
　
　
　
思
召
入
事
存
候
、
源
蔵
β
者
御
報
申

　
　
　
　
然
者
拙
者
手
前
不
自
由
之
義

　
　
　
　
　
入
間
居
候
、
以
上

　
　
　
　
御
聞
及
被
成
、
金
子
壱
歩

　
　
　
　
芳
恵
御
壁
恵
之
段
、
不
浅
令

　
　
　
　
満
足
候
、
先
日
も
御
祝
儀
御

　
　
　
　
送
脚
下
候
庭
、
又
≧
重
畳
之
義

　
　
　
　
却
而
痛
入
存
亡
、
思
召
入
之
義
二
候

　
　
　
　
問
、
重
畳
申
候
も
如
何
二
存
候

　
　
　
　
得
と
も
申
請
置
候
、
誠
二
御

　
　
　
　
深
志
之
段
警
笛
謝
候
、
心
事

　
　
　
　
貴
面
之
迄
委
曲
可
得

　
　
　
　
御
意
候
、
草
≧
不
宣

　
十
二
月
廿
五
日

中
江
平
八
丈
　
　
伊
藤
老
酒



伊
藤
源
佐
は
仁
斎
。
寛
永
四
年
〈
一
六
二
七
〉
一
宝
永
二
年
〈
一
七
〇
五
〉
。
元

禄
期
京
都
町
衆
と
し
て
、
朱
子
学
を
根
本
的
に
批
判
し
、
日
本
近
世
思
想
と
し
て

の
仁
斎
学
を
樹
立
。
古
義
堂
を
営
ん
だ
。
宛
名
の
中
江
平
八
（
明
暦
元
年
〈
一
六

五
五
＞
1
享
保
十
一
年
〈
一
七
二
六
〉
）
は
、
名
一
貫
、
字
平
八
、
号
眠
山
、
通

称
快
安
、
仁
斎
門
人
。
仁
斎
の
門
人
簿
に
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
す
で
に
紹
介
者

と
し
て
し
ば
し
ば
み
え
る
所
か
ら
早
期
の
門
人
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
大
坂
で
学

問
活
動
を
行
っ
た
。
著
書
に
『
四
書
弁
論
』
十
二
巻
・
『
理
気
弁
論
』
二
巻
な
ど

が
あ
る
。
書
簡
中
「
源
蔵
方
」
と
あ
る
の
は
、
仁
斎
の
長
子
伊
藤
東
涯
の
こ
と
。

本
書
簡
は
謝
金
に
対
す
る
礼
状
で
「
拙
者
手
前
不
自
由
之
義
」
と
あ
る
の
が
や
や

気
に
か
か
る
程
度
で
と
く
に
記
す
べ
き
こ
と
は
な
い
。
年
代
も
決
め
手
を
欠
く
。

な
お
中
江
眠
山
は
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
七
一
歳
で
大
坂
に
残
し
た
が
、
そ

の
墓
碑
は
伊
藤
東
涯
撰
文
で
あ
る
（
『
大
阪
訪
碑
録
』
三
八
一
頁
）
。
な
か
に

「
都
に
造
れ
ば
、
必
ず
予
の
舎
（
古
義
堂
）
に
寓
し
、
唯
、
古
道
を
侶
明
す
る
を

も
っ
て
、
自
ら
任
ず
」
と
あ
り
、
最
も
古
義
学
を
忠
実
に
継
承
す
る
人
で
あ
っ
た
。

東
涯
も
享
保
十
二
年
の
最
初
の
平
野
愚
弄
堂
訪
問
の
帰
り
に
は
、
天
王
寺
一
心
寺

の
中
江
眠
山
の
碑
を
拝
し
て
い
る
（
『
東
涯
家
乗
』
）
。

（
二
）
伊
藤
東
涯
書
簡

（
土
橋
九
郎
右
衛
門
宛
）

尚
ミ
着
岸
之
節
、
江
田
氏

寓
へ
罷
越
、
其
6
御
案
内

　
　
可
仕
丁
、
御
同
志
中
へ
も
宜

十
八
日
若
書
、
今
日
光
達

　
　
御
心
得
翼
成
可
融
下
候
、
取
込
甚

致
拝
見
候
、
梅
天
降
節

　
　
執
筆
御
恕
察
可
被
下
候
、

弥
御
堅
固
被
成
御
輿
候
之

　
　
委
細
ハ
江
田
氏
迄
申
遣
出
、

旨
弥
重
重
言
、
髪
結
無
慈

　
　
尤
門
生
一
両
輩
同
道
可
致
と
存
候
、

罷
在
候
、
然
合
足
御
地
江

　
　
以
上

遊
歴
可
致
之
旨
、
先
達
素

干
進
候
直
付
、
縷
≧
之
御
紙
面

致
承
知
候
、
天
養
陰
晴
も

難
斗
掻
得
共
、
先
駆
六
日

書
船
二
二
シ
参
可
申
候
、
無

程
緩
ミ
可
得
御
意
と
存
罷
在
候
、

右
可
得
御
意
、
草
≧
墨
黒
御
座
候
、

恐
憧
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
元
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



　
　
五
月
廿
日

土
橋
九
郎
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
御
右

一
一

伊
藤
元
蔵
長
薯
は
い
う
ま
で
も
な
く
伊
藤
東
涯
の
こ
と
。
父
仁
斎
の
学
を
継
承
し

京
都
古
義
堂
の
学
を
集
大
成
し
て
江
戸
の
荻
生
狙
棟
と
並
び
称
せ
ら
れ
た
一
代
の

碩
学
。
寛
文
十
年
〈
一
六
七
〇
〉
生
－
元
文
元
年
〈
一
七
三
六
〉
破

　
宛
名
の
土
橋
九
郎
右
衛
門
（
名
宗
信
、
号
節
斎
）
は
大
坂
平
野
郷
の
人
。
平
野

郷
惣
年
寄
で
、
西
鶴
ら
と
も
交
友
の
あ
っ
た
土
橋
芳
醇
の
孫
で
あ
り
、
土
橋
友
直

と
と
も
に
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
含
翠
堂
設
立
の
中
心
メ
ン
バ
ー
。
土
橋
宗
信

の
「
含
翠
堂
号
」
（
享
保
一
五
年
）
は
含
翠
堂
設
立
の
考
え
を
最
も
よ
く
示
し
て

い
る
（
『
平
野
含
翠
堂
資
料
』
所
収
）
。
九
郎
右
衛
門
宗
信
は
伊
藤
東
回
の
門
人

簿
「
初
見
帳
」
に
よ
れ
ば
、
享
保
二
年
（
一
七
↓
七
）
二
月
二
二
日
、
土
橋
四
郎

兵
衛
す
な
わ
ち
土
橋
友
直
の
紹
介
で
入
門
し
て
い
る
（
ビ
ブ
リ
ア
九
三
号
「
伊
藤

東
涯
『
初
見
帳
』
（
三
）
」
）
。
こ
れ
は
含
翠
堂
設
立
の
直
前
で
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
本
書
簡
は
、
土
橋
九
郎
右
衛
門
を
中
心
と
す
る
含
翠
堂
か
ら
の
要
請

に
応
じ
て
講
義
に
出
か
け
る
そ
の
予
定
を
報
じ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
東
涯
筆

「
入
摂
誌
」
に
よ
っ
て
そ
れ
が
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
に
行
わ
れ
た
二
度
目

の
含
翠
堂
出
講
時
の
も
の
で
、
し
か
も
本
書
簡
に
記
す
通
り
、
五
月
二
六
日
に
出

立
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
中
村
幸
彦
「
伊
藤
東
涯
書
簡
集
抄
、
附
初
度
含

　
　
ゐ
？
一
場
脅
．
、
舌
局
砥

　
・
宮
霧
旛
モ
身
峯
由

　
ば
　
ロ
ヅ
ゼ

高
書
　
詳
．
彦
〃
皐
濯
筆

萎
・
愚
㌔
、
、
”
急
お
轡
滲
三
孝

考
毎
丁
々
労
翌

　
富
？
う
口
書

み
ぞ
絃
・
穆
惇
遮
．

　
　
ユ
遊
彦
陸
を
ξ
x

墨
割
蹴
一
郭

　
　
マ
ロ
ら鍮
饗
そ
多
鯵
栖

訣
イ
捧
山
内
サ
六
“

雀
購
、
危
ふ
一
差

奮
、
・
歪
一
｝
壌

巻
口
蜜
芽
、
ξ
ノ
4
・

乙
・
ら
し
．
一
－

八
四

励
豊
擦
ギ
富

・
婁
恥
享
重
患

容
イ
姿
乏
紬
匹
、
》
ゆ

倭
薄
危
手
！
差

慶
，
、
ろ
老
－
｝
三

遠
響
芽
、
萎
そ

喬
ψ
セ

　
　
　
　
　
瑳
－
委

差
響

華
車
姦

　
　
　
　
　
凄

義



翠
濫
行
・
入
塩
湖
」
ビ
ブ
リ
ア
ニ
号
）
。
書
簡
中
に
「
門
生
一
両
輩
同
道
」
と
あ

る
の
は
、
河
合
周
佐
・
福
島
若
狭
・
原
田
誠
蔵
と
い
う
三
人
の
塾
生
で
あ
っ
た

（『

穴
U
家
乗
』
第
七
冊
。
享
保
十
八
年
条
、
天
理
図
書
館
古
義
手
文
庫
蔵
）
。
八

軒
屋
に
着
い
た
の
ち
「
江
田
氏
」
の
家
に
行
っ
た
が
、
「
入
零
点
」
で
は
「
図
書

方
へ
落
着
」
と
あ
り
、
『
家
乗
』
で
は
「
江
田
清
泉
宅
に
着
」
と
み
え
る
。
同
じ

人
を
指
し
て
お
り
、
東
涯
に
と
っ
て
、
大
坂
の
親
し
い
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
人

に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
「
内
本
町
御
祓
す
し
西
に
入
ル
町
」
に
住
居
が

あ
っ
た
（
『
家
乗
』
）
。
翌
二
七
日
は
ま
ず
懐
徳
堂
を
訪
ね
、
中
井
秋
瓦
庵
を
は
じ
め
、

多
く
の
懐
徳
堂
門
下
の
人
々
と
面
会
し
（
「
大
阪
行
日
記
名
簿
」
古
義
堂
文
庫
蔵
）

さ
ら
に
大
坂
城
代
と
そ
の
家
中
の
人
々
へ
挨
拶
に
出
向
い
て
い
る
。

　
翌
二
八
日
は
平
野
へ
下
向
し
、
三
態
堂
で
講
義
が
行
わ
れ
た
。
「
里
仁
篇
ノ
本

文
、
古
義
之
意
に
て
講
習
申
候
」
（
『
家
乗
』
）
と
あ
る
。
父
仁
斎
の
主
著
『
論
語

古
義
』
に
基
づ
い
て
講
義
し
た
の
で
あ
る
。
二
九
日
は
や
は
り
仁
斎
の
『
童
子
問
』

を
朝
飯
後
、
夕
方
と
二
回
講
習
が
な
さ
れ
た
。
六
月
朔
日
は
誉
田
八
幡
、
応
神
天

皇
陵
、
道
明
寺
な
ど
含
翠
堂
東
南
へ
の
「
郊
外
遊
行
」
に
出
か
け
、
二
日
は
再
び

含
翠
堂
で
、
朝
飯
後
は
『
童
子
問
』
、
夕
方
に
は
『
大
学
定
本
』
が
講
じ
ら
れ
た
。

仁
斎
は
「
大
学
非
孔
氏
之
遺
書
辮
」
を
書
い
て
『
大
学
』
と
い
う
儒
学
テ
キ
ス
ト

に
疑
問
を
抱
き
、
「
大
学
」
を
重
視
す
る
朱
子
学
批
判
を
展
開
し
古
義
堂
用
の
テ

キ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
東
洋
ら
は
四
B
ま
で
含
翠
堂
に
滞
在
し
、
そ
の
日
午
前
中
に
「
大
学
定
本
」
を

多
し
た
の
ち
、
出
立
し
て
大
坂
に
出
、
そ
の
後
懐
徳
堂
の
中
井
楚
庵
と
し
ば
し
ば

会
合
を
重
ね
て
、
七
日
、
本
町
橋
か
ら
虚
舟
で
帰
京
し
た
。

　
こ
の
享
保
十
八
年
は
、
含
翠
堂
が
、
そ
の
前
年
の
享
保
大
飢
謹
に
際
し
て
、
賑

救
事
業
を
開
始
し
、
地
域
の
自
主
的
学
習
施
設
と
し
て
の
あ
り
方
に
新
た
な
展
開

を
画
し
た
時
期
で
あ
り
、
東
涯
の
招
請
は
そ
れ
に
合
わ
せ
た
企
画
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
後
々
に
ま
で
語
り
つ
が
れ
『
摂
津
名
所
図
会
』
（
寛
政

一
〇
年
刊
）
の
一
丁
を
飾
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
伊
藤
東
涯
書
簡
（
松
浦
市
兵
衛
宛
）

　
　
　
　
　
　
華
札
致
拝
見
候
、
残
暑
之
節
愈

　
　
　
　
　
　
御
堅
固
之
旨
珍
重
存
候
、
二
者
為

　
　
　
　
　
　
中
元
之
御
祝
儀
金
子
百
疋
被
贈
恵
、

　
　
　
　
　
　
幾
久
祝
納
致
大
慶
候
、
尚
期
面
上
之

　
　
　
　
　
　
時
御
禮
可
申
謝
候
、
気
鋭
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
一
日
　
　
　
長
胤

　
　
　
　
　
　
　
松
浦
市
兵
衛
様
　
　
　
伊
藤
長
胤

（
着
筆
）
「
古
筆
入
用
物
　
遺
申
二
二
候
　
暮
冬
改
」

本
書
間
は
謝
金
に
対
す
る
礼
状
で
と
く
に
記
す
べ
き
こ
と
は
な
い
。
松
浦
市
兵
衛

は
、
東
涯
『
初
見
帳
』
に
よ
れ
ば
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
（
欠
）
月
七
日
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



門
、
京
都
の
人
で
あ
る
。

（
四
）

伊
藤
蘭
隅
書
簡
（
土
橋
九
郎
右
衛
門
宛
）

　
　
　
　
　
尚
≧
計
略
半
紙
如
此

　
　
　
　
　
御
座
候
、
秋
冷
二
相
成

　
　
　
　
　
御
持
病
指
出
不
申
哉

　
　
　
　
華
書
参
致
拝
見
候
、

　
　
　
　
　
被
用
御
心
御
言
薔

　
　
　
　
向
冷
気
候
、
弥
御
堅
固

　
　
　
　
　
被
成
候
事
専
要

　
　
　
　
被
成
御
凌
候
之
旨
珍
重

　
　
　
　
　
奉
存
候
以
上

　
　
　
　
奉
存
候
、
然
者
今
度
紀
藩
へ

　
　
　
　
致
出
勤
罫
書
御
聞
及
、
御

　
　
　
　
賀
割
下
、
遠
地
被
懸
御
心

　
　
　
　
恭
奉
存
候
、
右
筆
答
可
得

　
　
　
　
御
意
如
此
御
座
候
、
恐
憧

　
　
　
　
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
才
蔵

　
　
　
　
九
月
六
日
　
　
　
（
花
押
）

土
橋
九
郎
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
貴
右

八
六

伊
藤
才
蔵
は
、
伊
藤
蘭
隅
（
名
長
堅
、
字
才
蔵
、
号
蘭
隅
）
、
元
禄
七
年
（
一
六

九
四
年
）
～
安
永
七
年
（
一
七
七
八
年
）
、
伊
藤
仁
斎
の
第
五
子
。
東
涯
の
弟
で

あ
り
、
兄
弟
中
で
も
俊
才
と
し
て
知
ら
れ
た
。
宛
名
の
土
橋
九
郎
右
衛
門
は
前
掲

（
二
）
書
簡
参
照
。
「
紀
藩
へ
出
勤
」
と
み
え
る
が
、
室
隅
が
紀
州
藩
の
儒
臣
と
な

っ
た
の
は
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
な
の
で
、
本
書
簡
も
そ
の
年
の
も
の
か
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
「
保
音
」
は
ひ
か
え
目
に
生
活
す
る
こ
と
で
、
保
養
と
ほ
ぼ

同
意
。
九
郎
右
衛
門
は
先
述
の
よ
う
に
す
で
に
古
義
堂
へ
入
門
し
て
お
り
蘭
隅
と

も
懇
意
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
五
）

稲
生
若
水
書
簡
（
佐
藤
将
監
宛
）

　
　
　
　
　
尚
以
弥
御
無
事
之
由
目
出
度
奉
存
候
、

　
　
　
　
　
愛
元
相
替
儀
無
御
座
候
、
青
尊
如
何
生

　
　
　
　
　
申
候
哉
承
度
血
糖
候
、
異
志
奇
草

　
　
　
　
正
月
十
一
日
芳
信
有
罪
感
懐

　
　
　
　
　
御
座
候
ハ
・
被
仰
聞
可
被
下
候
、

　
　
　
　
拝
見
候
、
弥
御
無
事
御
重
歳
之
由

　
　
　
　
　
頼
入
奉
存
候
、
最
前
申
入
候
通
、



目
出
度
君
津
候
、
拙
者
無
事
越
年
仕
候
、

　
其
御
地
ノ
穀
精
草
戸
茎
ホ
ド

然
者
海
鹿
之
儀
主
治
不
存
申
候
、

　
見
事
二
御
座
候
ヲ
恵
既
頼
芸
濃
存
候
、

其
漁
舟
大
明
一
統
志
等
書
二
も

　
以
上

見
へ
申
候
、
久
不
得
御
意
御
物
遠

御
座
候
、
弥
御
仁
術
御
発
行
可

燃
成
奉
存
候
、
手
前
彼
是
仕
、
御
報

延
引
心
外
森
羅
御
座
候
、
尚
期
後

音
之
時
候
、
恐
憧
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
若
水

　
　
二
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
宣
義
（
花
押
）

佐
藤
將
監
様

稲
生
若
水
（
明
暦
元
年
・
一
六
五
五
～
正
徳
五
年
置
一
七
一
五
、
名
宣
義
、
字
彰

信
、
通
称
正
助
、
号
若
水
）
、
儒
学
を
木
下
順
庵
に
、
医
学
を
父
稲
生
恒
心
と
福

山
徳
潤
（
と
も
に
大
坂
の
人
）
に
学
び
、
の
ち
本
草
学
に
志
を
立
て
、
金
沢
藩
主

前
田
綱
紀
に
召
抱
え
ら
れ
た
。
『
庶
物
類
纂
』
千
巻
の
著
述
に
着
手
。
『
庶
物
類

纂
』
は
中
国
の
『
本
草
綱
目
』
を
基
本
に
典
籍
一
七
〇
種
余
り
に
み
え
る
動
植
物

の
記
述
を
体
系
的
に
集
成
総
合
化
し
よ
う
と
し
た
書
物
。
た
だ
し
三
六
二
巻
ま
で

完
成
し
た
時
点
で
若
水
は
病
残
し
た
。
日
本
の
本
草
学
・
博
物
学
の
基
礎
を
つ
く

っ
た
と
さ
れ
る
。

　
宛
名
の
佐
藤
將
監
は
三
河
の
人
。
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
二
月
二
日
兄
と
と

も
に
京
古
義
堂
を
訪
問
し
、
伊
藤
仁
斎
に
入
門
し
て
い
る
（
『
諸
生
初
見
帳
』
第

二
冊
）
。
稲
生
若
水
も
仁
斎
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
入
門
者
の
紹
介
を

し
ば
し
ば
行
っ
て
お
り
、
元
禄
十
六
年
四
月
に
は
若
水
が
養
子
平
八
を
伴
い
入
門

さ
せ
て
も
い
る
。
ま
た
若
水
の
高
弟
で
の
ち
本
草
学
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
松

岡
玄
達
も
貞
享
三
年
二
月
に
入
門
し
て
い
た
。
元
禄
期
上
方
の
新
た
な
学
問
興
隆

に
お
い
て
古
義
堂
を
場
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
交
流
を
も
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が

わ
れ
る
。

　
本
書
簡
は
新
年
挨
拶
の
礼
状
で
あ
る
が
、
あ
わ
せ
て
「
海
鹿
」
（
ナ
メ
ク
ジ
に

似
た
巨
大
な
海
産
軟
体
動
物
。
う
み
し
か
、
あ
め
ふ
ら
し
と
も
い
う
）
の
扱
い
と

効
用
に
つ
い
て
は
未
知
だ
が
『
大
明
一
統
志
』
（
明
代
の
地
誌
九
〇
巻
、
一
四
六

一
年
）
な
ど
に
み
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
「
異
木
奇
草
」
に
つ
い
て
の
教
示
、
そ

し
て
将
監
の
住
地
に
産
す
る
「
穀
精
草
」
（
ほ
し
く
さ
、
あ
る
い
は
水
玉
草
、
ア

カ
ハ
ナ
科
の
多
年
草
で
、
山
野
の
陰
地
に
産
す
る
と
い
う
）
を
送
っ
て
ほ
し
い
な

ど
、
い
か
に
も
本
草
学
者
ら
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
佐
藤
將
監
も
本
草
に
関

心
を
も
つ
医
家
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
な
お
「
青
尊
」
も
本
草
の
一
種
で
あ
る
ら
し

い
が
未
詳
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



（
六
）

三
宅
石
庵
書
簡
（
土
橋
四
郎
兵
衛
宛
）

　
　
　
　
先
日
御
状
恭
候
、
其
御
許
弥

　
　
　
　
御
無
事
と
奉
存
候
、
拙
者
義

　
　
　
　
四
五
日
以
前
風
引
剥
剛
堅
、
さ
め

　
　
　
　
申
候
上
ハ
又
隣
返
し
く
申
候
故
、
昨

　
　
　
　
今
其
処
可
参
と
存
罷
在
候
へ
と
も
、

　
　
　
　
得
不
及
其
義
候
、
此
銀
子
入
之

　
　
　
・
状
三
輪
氏
β
吉
左
迄
参
り
候
、

　
　
　
　
一
昨
日
の
事
に
て
候
が
、
我
等
持

　
　
　
　
参
可
申
と
請
取
置
候
虞
、
右
之

　
　
　
　
故
二
て
候
二
品
、
被
仰
越
候
毛
馬
や

　
　
　
　
平
兵
へ
へ
む
け
て
た
の
み
進
し
候
、

　
　
　
　
其
御
許
へ
可
参
と
存
、
昨
日
6

　
　
　
　
明
日
迄
の
講
尺
を
も
休
日
二

　
　
　
　
致
し
置
候
が
、
明
後
九
日
・
6

　
　
　
　
始
申
筈
二
申
合
置
候
間
、
風
気

　
　
　
　
よ
く
罷
成
候
と
も
一
両
日
七
十

　
　
　
　
参
ま
し
く
候
、
又
西
町
へ
宿

　
　
　
　
替
申
言
、
ふ
し
ん
と
も
直
屋
・
β

　
　
　
　
申
付
候
而
、
出
来
心
ハ
・
引
う
つ
り

八
八

可
申
候
、
其
内
見
合
候
て
参
可

申
候
、
若
得
不
参
候
ハ
・
来
月

之
事
二
致
し
可
申
無
下
、
如
何
、

と
か
く
又
書
状
を
以
御
左
右

可
申
入
候
、
此
む
ね
如
幽
様
へ

御
達
可
卑
下
候
、
先
程
谷

沢
新
六
尼
崎
・
6
か
へ
ら
れ

被
申
候
ハ
、
三
輪
氏
あ
の
方
へ

下
り
て
に
て
御
座
候
由
、
左
候
ハ
・

一
両
日
は
か
り
ニ
ハ
此
方
へ
も

立
よ
り
薦
被
申
候
や
と
存
候

　
　
　
以
上

五
月
七
日

（
端
裏
）

　
「
土
橋
四
郎
兵
衛
　
　
　
　
　
三
宅
石
庵
」

　
三
宅
石
庵
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
五
同
志
を
中
心
と
す
る
大
坂
町
人
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
懐
徳
堂
の
初
代
学
生
。
土
橋
四
郎
兵
衛
は
享
保
二
年
（
一
七
一

七
）
平
野
郷
に
含
翠
堂
を
設
立
し
た
中
心
人
物
、
土
橋
友
直
で
あ
る
。
本
書
簡
は
、

石
庵
が
平
野
へ
講
義
に
行
く
予
定
で
あ
っ
た
の
が
、
風
邪
を
ひ
い
て
延
引
す
る
こ



猿
餐
奪
凝
僻
碍

誇
左
～
フ
貯
な
銑
捗
垂

ヴ
一
泡
弊
V
艇
嵐

ド
ー
〆
・
よ
剛
盛
㌔
ド
狐
鶴

鷲
遷
り
ほ
’
親
親
聯

｝
．
，
乍
し
・
ら
轟
薯
も
ギ

歪
〉
へ
、
か
身
，
5
活
渥
を
’
遷
．

．
’
幽
ぶ
繋
馬
尉

藤
鷲
霧
繋

と
に
な
っ
た
こ
と
を
の
べ
る
。
な
か
に
「
銀
子
一
一
状
、
三
輪
氏
β
吉
一
一
参

り
候
」
と
あ
り
、
ま
た
末
尾
近
く
に
コ
ニ
輪
氏
あ
の
方
へ
下
り
て
」
と
あ
る
三
輪

氏
は
三
輪
執
斎
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。
執
斎
は
著
名
な
陽
明
学
者
。
京
で
活
動

し
て
い
た
が
、
享
保
元
年
江
戸
へ
移
住
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
上
方

の
三
友
を
訪
れ
た
。
そ
の
代
表
が
平
野
含
翠
堂
で
あ
っ
た
。
土
橋
友
直
は
じ
め
執

斎
に
親
災
す
る
人
が
多
く
執
斎
も
石
庵
と
と
も
に
含
翠
堂
の
精
神
的
支
え
と
な
っ

て
い
た
。

　
こ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
と
き
も
、
執
斎
は
、
上
方
に
い
た
が
、
執
斎
が
、
江
戸

移
住
後
、
友
直
が
上
す
る
享
保
十
二
年
十
月
ま
で
の
間
で
、
上
方
を
訪
れ
た
の
は
、

享
保
五
年
三
月
～
五
月
、
享
保
九
年
三
月
、
享
保
十
二
年
二
月
～
三
月
の
三
度
で

あ
る
（
『
執
斎
和
歌
集
』
）
。
た
だ
し
享
保
九
年
三
月
は
、
大
坂
に
無
知
焼
け
と
呼

ば
れ
る
近
世
最
大
の
大
火
の
あ
っ
た
時
で
あ
り
、
書
簡
中
に
そ
の
こ
と
が
全
く
触

れ
ら
れ
ず
、
ま
た
日
付
も
五
月
で
あ
る
点
、
や
は
り
そ
の
と
き
の
書
簡
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
享
保
十
二
年
も
執
斎
は
三
月
に
は
江
戸
へ
帰
っ
て
い
る
の
で
や
は
り

異
な
る
。
と
す
れ
ば
、
享
保
五
年
の
五
月
七
日
付
書
簡
と
み
る
の
が
最
も
妥
当
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
享
保
五
年
、
執
斎
は
「
五
月
雨
」
の
頃
に
、
大
坂
の

加
藤
伊
左
衛
門
（
加
藤
信
成
の
兄
）
に
送
ら
れ
て
、
江
戸
へ
下
っ
て
い
る
（
同
前
）
。

「
あ
の
方
」
と
は
江
戸
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
と
、
以
上
の
よ
う
に
本
書
簡
の
年
次
を
考
え
て
き
た
。
し
か
し
、
中
に
「
如
幽

様
へ
御
達
可
三
下
候
」
と
あ
る
の
が
、
妙
に
気
に
な
っ
た
。
「
如
幽
様
」
は
土
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



友
直
の
養
父
三
上
如
幽
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
書
簡
は
三
上
如
幽
の
存
命
中
の
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
一
昨
年
、
土
橋
家
の
菩
提
寺
八
尾
服
部
川

の
三
光
寺
調
査
を
し
た
際
、
拝
し
た
位
牌
の
覚
書
、
ま
た
「
土
橋
氏
・
三
上
氏
・

三
宅
氏
過
去
帳
」
（
大
阪
大
学
土
橋
文
庫
）
を
検
し
て
み
た
。
す
る
と
果
し
て
、

如
幽
の
妓
し
た
の
は
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
九
月
三
日
、
六
〇
歳
で
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
本
書
簡
は
そ
れ
以
前
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
初
、

三
宅
石
庵
が
平
野
へ
講
義
に
行
く
と
い
う
書
簡
内
容
か
ら
、
す
で
に
含
翠
堂
が
設

立
さ
れ
た
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
以
降
の
書
簡
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と

に
よ
る
失
考
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
そ
う
な
る
と
や
や
事
情
は
異
な
っ
て
く
る
。
正
徳
三
年
以
前
、
人
々
の
関

係
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
宅
石
庵
が
讃
岐
か
ら
戻
り
、
大
坂
で

野
業
活
動
を
は
じ
め
る
の
は
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
頃
か
ら
で
あ
る
。
正
徳

三
年
八
月
置
は
安
土
町
二
丁
目
に
同
志
門
下
に
よ
っ
て
講
舎
多
松
堂
が
建
て
ら
れ

る
が
、
そ
れ
ま
で
は
尼
ヶ
崎
二
丁
目
御
霊
筋
に
塾
が
あ
っ
た
（
「
学
問
所
建
立
記
録
」
）
。

　
一
方
、
土
橋
友
直
は
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
十
二
歳
の
と
き
、
貝
塚
三
宅

家
か
ら
平
野
郷
七
名
家
の
一
人
三
上
如
幽
の
養
子
と
な
り
、
や
は
り
七
名
家
の
一

つ
で
あ
る
土
橋
家
に
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
あ
ら
た
に
同
家
を
継
い
だ
。
そ
の
後
、

平
野
郷
の
町
衆
と
し
て
の
教
養
を
培
う
べ
く
京
都
に
遊
学
し
、
儒
学
を
伊
藤
仁
斎

に
（
元
禄
十
六
年
六
月
十
三
日
入
門
）
、
医
を
後
藤
艮
山
に
、
そ
し
て
歌
学
を
河

瀬
菅
雄
に
学
ん
だ
。
そ
の
菅
雄
門
に
三
輪
執
斎
も
い
た
の
で
あ
る
。
執
斎
は
は
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

め
中
院
通
茂
に
和
歌
を
学
ん
だ
が
、
そ
の
落
後
、
菅
雄
に
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

友
直
は
仁
斎
に
つ
い
て
は
「
其
学
を
信
ぜ
ず
、
唯
先
生
の
徳
高
き
を
た
っ
と
ぶ
の

み
」
と
い
い
（
享
保
七
年
、
友
直
書
留
『
平
野
含
翠
堂
概
要
』
所
収
）
、
仁
斎
よ

り
は
三
輪
執
斎
か
ら
最
も
大
き
な
影
響
を
う
け
た
。
「
致
良
知
の
旨
を
唱
え
て
下

愚
も
う
を
さ
と
す
故
に
う
や
う
や
し
く
吾
師
と
し
て
希
賢
（
執
斎
）
先
生
に
つ
か

ふ
」
（
同
上
）
と
の
べ
て
い
る
。
友
直
が
京
か
ら
平
野
に
帰
っ
た
の
は
三
輪
執
斎

の
「
送
豊
橋
丈
帰
南
摂
序
」
（
大
阪
大
学
蔵
）
に
「
元
禄
癸
未
（
十
六
年
）
」
と

あ
る
の
で
、
そ
の
頃
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
友
直
十
八
歳
の
と
き
で
あ
る
。

　
平
野
へ
帰
っ
て
直
ち
に
友
直
は
儒
教
に
よ
る
郷
民
教
育
を
行
な
お
う
と
し
、
父

如
幽
に
頼
み
、
自
宅
で
月
三
回
の
講
習
を
は
じ
め
た
。
こ
れ
が
曲
折
を
経
な
が
ら

享
保
二
年
の
信
義
堂
設
立
へ
と
つ
な
が
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
宝
永
三

年
（
一
七
〇
六
）
六
月
に
は
、
河
瀬
菅
雄
を
招
き
、
三
上
提
子
・
土
橋
九
郎
右
衛

門
ら
と
共
に
「
奉
納
三
百
首
和
歌
」
を
平
野
社
に
献
じ
た
り
も
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
三
宅
石
庵
と
土
橋
友
直
を
中
心
と
す
る
平
野
郷
の
人
々
と
の
関
係
は

ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。
こ
の
点
今
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
の
で

あ
る
が
、
あ
る
い
は
加
藤
信
成
の
よ
う
な
人
が
、
有
力
な
媒
介
を
な
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
加
藤
信
成
は
大
坂
の
医
家
・
薬
種
商

で
あ
る
が
、
早
く
か
ら
の
執
斎
門
人
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
坂
で
は
五
井
特
軒
・

三
宅
石
筆
に
儒
学
を
学
ん
で
い
た
人
で
あ
り
、
ま
た
鳥
丸
光
栄
門
下
と
し
て
和
歌

を
も
深
く
嗜
ん
だ
（
『
聴
玉
集
』
）
。
そ
し
て
土
橋
家
は
合
薬
商
で
あ
り
、
信
成
は



も
ち
ろ
ん
、
三
宅
石
庵
も
儒
業
の
傍
ら
薬
を
あ
つ
か
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
し
か
も
な
お
、
皆
と
も
に
京
の
古
医
方
家
後
藤
艮
山
に
医
を
学
ん
で
い
た
。

（
享
保
三
年
「
祝
寿
篇
」
）
。
こ
の
よ
う
な
関
係
は
自
然
と
彼
ら
の
間
に
結
び
つ
き

を
作
り
出
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
宝
永
三
年
、
三
宅
石
庵
の
行
な
っ

た
論
語
講
義
を
加
藤
信
昌
と
い
う
人
が
筆
記
し
た
も
の
が
残
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は

信
成
の
近
親
の
人
で
あ
ろ
う
（
懐
徳
堂
文
庫
）
。
ま
た
宝
永
七
年
に
は
、
「
加
藤

氏
家
譜
」
（
加
藤
信
成
筆
）
の
序
文
を
石
瓦
が
撰
し
て
い
る
（
中
之
島
図
書
館
蔵
）
。

石
庵
は
こ
の
よ
う
な
中
で
三
輪
執
斎
や
土
橋
友
直
と
も
親
し
い
関
係
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
、
石
玉
五
十
賀
の
際

に
は
執
斎
が
賀
意
を
寄
せ
て
い
る
し
（
執
著
和
歌
集
）
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）

の
執
斎
の
江
戸
移
住
に
際
し
て
は
石
庵
や
平
野
の
人
々
が
送
別
の
詩
文
を
寄
せ
て

い
る
。

　
さ
て
、
本
書
簡
に
は
も
う
一
人
置
注
意
す
べ
き
人
物
が
み
え
る
。
そ
れ
は
「
銀

子
入
馬
繋
、
三
輪
氏
・
6
吉
左
迄
参
り
候
」
と
い
う
「
吉
左
」
で
あ
る
。
こ
れ
は

道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
、
す
な
わ
ち
富
永
芳
春
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
道
明
寺
屋
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
享
保
九
年
懐
徳
堂
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
町
人
五
同
志
の
中

心
人
物
で
あ
り
、
ま
た
平
野
含
翠
堂
の
助
力
生
員
と
し
て
有
力
な
支
援
者
で
も
あ

っ
た
。
富
永
仲
基
の
父
と
し
て
も
知
ら
れ
よ
う
。
執
斎
か
ら
友
直
へ
渡
す
よ
う
依

頼
さ
れ
た
「
銀
子
入
之
状
」
と
は
お
そ
ら
く
、
友
直
に
よ
る
講
習
活
動
へ
の
執
斎

か
ら
の
援
助
金
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
書
簡
中
「
ふ
し
ん
（
普
請
）
と
も
道

屋
・
β
申
付
候
」
と
あ
る
「
道
屋
」
も
道
明
寺
屋
を
略
し
た
い
い
方
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
本
書
簡
は
宝
永
・
正
徳
期
前
半
、
土
橋
友
直
が
如
露
と
と
も
に
自
宅

で
講
習
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
時
期
、
石
庵
に
講
義
を
要
請
し
た
の
に
関
わ
る
書

簡
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
そ
こ
に
は
、
懐
徳
堂
は
も
ち
ろ
ん
含
翠
堂
も
設
立
さ
れ
る

以
前
の
、
大
坂
に
お
け
る
自
主
的
学
問
活
動
展
開
の
動
き
が
、
三
宅
石
庵
・
三
輪

執
斎
・
土
橋
友
直
・
富
永
芳
春
ら
に
よ
る
親
密
な
関
係
を
介
し
て
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
よ
う
。

　
な
お
、
「
毛
馬
や
平
兵
衛
」
「
谷
沢
新
六
」
に
つ
い
て
は
不
詳
。
ま
た
「
西
町

へ
宿
替
」
と
あ
る
の
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
正
徳
三
年
の
安
土
町
の
多
松
堂
の

こ
と
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
安
土
町
を
「
西
町
」
と
表
現
す
る
の
は
方
角
的
に

不
自
然
で
あ
る
。
む
し
ろ
そ
の
前
の
「
尼
ヶ
崎
町
二
丁
目
御
霊
筋
」
の
方
が
そ
う

よ
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
本
書
簡
は
含
翠
堂
や
懐
徳
堂
設
立

評
す
で
に
、
石
庵
・
書
斎
・
友
直
・
芳
春
ら
が
親
密
な
結
び
つ
き
を
形
成
し
て
い

た
こ
と
が
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
神
光
寺
調
査
お
よ
び
土
橋
家
過
去
帖
に
つ
い
て
は
村
田
隆
志
氏
・
坂
上

弘
子
氏
の
御
壷
配
を
賜
わ
っ
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
神
光
寺
に

つ
い
て
は
『
神
光
寺
墓
地
墓
碑
銘
i
懐
徳
堂
・
含
翠
堂
関
係
者
1
』
が
坂
上
弘
子

氏
編
・
村
田
隆
志
氏
解
説
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
平
成
一
〇
年
七
月
、
坂
上
弘
子
氏
発
行
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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（
七
）

梁
田
蜆
巌
書
簡
（
小
林
多
門
宛
）

　
　
　
　
（
前
欠
∀

　
　
　
　
節
録
仕
遣
候
、
若
其
元

　
　
　
　
御
覧
も
有
間
敷
候
哉
と
存
、

　
　
　
　
抄
出
懸
御
目
候
、
唐
人
韓
柳
之

　
　
　
　
外
数
多
之
才
子
驚
入
候
、

　
　
　
　
泉
州
鋸
尾
村
ノ
邑
豪
二

　
　
　
　
北
村
六
三
右
衛
門
と
申
者
、
定
而
御
聞

　
　
　
　
及
と
存
候
、
盛
者
向
榮
亭
之

　
　
　
　
八
詠
、
去
冬
6
頼
来
、
此
間

　
　
　
　
出
来
申
候
而
浄
写
遣
候
、
中
二

　
　
　
　
横
山
炭
煙
別
而
難
題
二
御
座
候
、

　
　
　
　
古
今
ノ
詩
文
二
炭
柱
之
作

　
　
　
　
例
見
当
り
不
惑
候
、
今
度
不
思
議
二

　
　
　
　
蜆
野
作
り
出
し
候
、
煙
ノ
字
ヲ

　
　
　
　
不
入
し
て
全
篇
重
出
之
法
ヲ

　
　
　
　
用
候
、
御
覧
可
被
下
候
、
信
太
千
枝
ノ

　
　
　
　
楠
ハ
六
帖
巫
ノ
歌
に

　
　
　
　
和
泉
成
信
太
の
森
の
楠
の
千
枝
に

　
　
　
　
ワ
か
れ
て
物
を
こ
そ
思
へ

　
　
　
　
町
並
寄
二
本
つ
き
候
、
猶
万
≧

宕
日
可
申
承
候
、
不
悉

己
巳
八
月
七
日

九
二

梁
田
才
右
衛
門

　
　
　
　
邦
彦

　
　
　
　
　
　
　
小
林
多
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
酬

梁
田
蜆
巌
（
一
六
七
二
～
一
七
五
七
）
は
名
邦
美
、
ま
た
邦
彦
、
字
景
鶯
、
通
称

才
右
衛
門
。
十
八
世
紀
前
半
、
新
井
白
石
・
服
部
南
郭
ら
と
並
び
称
せ
ら
れ
た
学

者
。
と
く
に
漢
詩
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
る
。
室
性
巣
、
三
宅
観
瀾
ら
と
も
親

し
か
っ
た
。

　
幕
府
儒
官
人
見
鶴
山
に
学
び
才
を
あ
ら
わ
し
た
が
、
不
羅
編
落
な
文
人
性
の
た

め
か
、
仕
官
も
長
く
続
か
な
か
っ
た
が
、
享
保
四
年
、
四
八
歳
に
な
っ
て
明
石
藩

に
仕
を
得
て
、
残
す
る
ま
で
そ
こ
で
活
躍
し
た
。
清
田
憺
斐
・
江
村
北
海
・
柳

沢
漠
園
．
中
井
楚
庵
・
竹
山
、
ま
た
古
医
方
の
確
立
者
山
脇
東
洋
な
ど
上
方
の
学

者
を
育
て
る
上
で
も
功
が
あ
っ
た
。

　
本
書
簡
は
「
己
巳
」
す
な
わ
ち
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
の
も
の
。
前
欠
と
み

ら
れ
る
上
、
宛
名
の
小
林
多
門
に
つ
い
て
も
未
詳
で
あ
る
が
、
残
存
部
分
に
や
や

興
味
を
ひ
く
内
容
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
泉
州
大
鳥
額
面
尾
村
の
豪
農
と
し
て
知

ら
れ
る
北
村
家
か
ら
、
そ
の
邸
宅
の
茶
亭
で
も
あ
ろ
う
か
、
向
栄
亭
か
ら
の
眺
望



サ
響
．
泓
↑
特
∴
考
－
～
・
尺

“
鷹
匠
禽
ス
乙
る
量
、
－
、
記

弛
、
灘
唐
人
鉢
、
蜘

み
浜
ダ
小
・
、
ヰ
3
毎
》
．
・

泉
叫
読
声
お
5
こ
あ
・
）
－

薮
打
う
ヌ
り
レ
～
考
劣
マ
・
プ
．

五
轟
戯
ゐ
今
三
尉
少
了
．
レ

ハ
．
軍
楽
あ
～
ふ
東
殊
～

翌
t
．
一
沸
，
望
キ
6
．

橘
占
望
広
野
誘
～
馨
ゴ
ラ

享
－
誌
よ
、
シ
訳
實
一
湯

ひ
～
あ
嫁
一
し
」
照
；
で

展
乙
嚇
，
一
－
吻
～
鳳
－
、
‘

不
弄
£
入
塗
る
職
工
て
恐

姐
・
、
ジ
電
フ
▽
尊
尽
6
払

恭
，
．
ム
牲
を
，
払
嶽
へ
，

・
竃
や
．
糖
そ
¢
ゑ
砺
誓
，
ン
ゥ
膿
・

．
り
ら
・
こ
N
．
蔽
’
．
8
「
ル
、
・
：
、

易
・
ψ
五
「
・
漁
“
嵐
で
汽
ズ
k

∴
ρ
ζ
・
ぢ
・
て
乎
ト
卑
心

　
　
巳
巳
　
　
　
　
　
ゆ
争
憩
ネ
タ
〃

　
　
八
臼
弁
　
　
　
　
　
％

　
　
ふ
能
平
り
F
㌦

八
詠
を
依
頼
さ
れ
、
苦
心
し
て
詠
ん
だ
こ
と
を
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
北

村
六
三
右
衛
門
」
と
あ
る
が
、
北
村
六
右
衛
門
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
北
村
家
は
鋸

尾
村
の
庄
屋
で
あ
る
が
、
綿
作
を
中
心
に
典
型
的
な
商
業
的
農
業
を
展
開
し
、
六

右
衛
門
家
は
元
禄
期
に
本
家
を
し
の
ぐ
大
身
代
を
き
ず
き
、
泉
尾
新
田
を
開
発
し
、

中
の
芝
居
の
持
主
と
も
な
っ
て
、
上
方
に
名
を
は
せ
た
家
で
あ
る
（
『
堺
市
史
』

続
編
第
一
巻
）
。
西
鶴
『
日
本
永
代
蔵
』
で
描
く
、
「
大
和
・
河
内
・
津
の
国
．

和
泉
近
在
の
物
つ
く
り
せ
し
人
の
子
弟
」
、
「
お
の
れ
が
性
根
に
よ
っ
て
長
者
に

も
な
る
事
ぞ
か
し
」
を
地
で
行
っ
た
よ
う
な
家
で
あ
っ
た
。
貞
享
期
の
同
家
北
村

貞
永
は
和
泉
の
俳
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
本
書
簡
の
北
村
六
右
衛
門
は
、

頼
春
水
『
在
津
紀
事
』
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
人
で
も
あ
ろ
う
。

「
元
章
（
北
山
橘
庵
）
嘗
て
（
春
水
ら
を
）
導
い
て
北
村
氏
を
訪
ふ
。
［
六
右
衛
門

と
称
す
。
泉
の
豪
農
な
り
］
（
篠
崎
小
竹
標
記
）
、
西
の
か
た
界
府
を
距
つ
る
こ

と
二
三
里
、
鋸
尾
村
と
日
ふ
。
歳
に
一
萬
餓
石
を
収
む
。
堂
室
庭
除
、
皆
古
風
有

り
、
客
を
待
つ
こ
と
極
め
て
厚
し
。
同
じ
く
遊
ぶ
者
は
北
海
（
片
山
北
海
）
．
鳴

門
（
田
中
鳴
門
）
・
子
琴
（
葛
子
琴
）
・
形
壁
（
名
和
形
壁
）
、
」

　
本
書
簡
よ
り
は
後
に
な
る
が
、
混
沌
社
の
人
々
も
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
向
栄
亭

は
こ
の
「
古
風
」
な
「
三
口
」
で
雅
客
を
迎
え
る
場
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　
さ
て
、
蜆
巖
は
向
栄
亭
八
詠
の
内
、
「
横
山
炭
煙
」
に
苦
心
し
た
こ
と
を
の
べ

て
い
る
。
「
横
山
炭
」
は
和
歌
や
『
毛
吹
草
』
に
も
み
え
、
古
く
か
ら
和
泉
の
名

産
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
炭
煙
」
を
詠
ん
だ
漢
詩
の
先
例
は
見
出
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



ず
、
そ
れ
で
、
「
前
置
作
り
出
し
候
」
「
影
出
之
法
」
を
も
っ
て
創
作
し
た
と
詩

人
と
し
て
の
自
負
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
そ
の
八
詠
と
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
寄
下
直
尾
北
村
勤
向
二
字
八
景

　
　
　
　
　
　
　
池
上
櫻
花

　
　
幌
岬
山
争
発
。
…
泓
環
白
雲
。
穿
林
人
影
見
。
隔
レ
水
鳥
聲
聞
。

　
　
塁
樹
二
相
射
。
琴
尊
爵
自
分
。
維
レ
舟
守
二
時
蔭
一
。
煙
月
惹
鯨
薫
。

　
　
　
　
　
　
　
後
園
轟
聲

　
　
秋
園
多
艸
露
。
静
夜
百
鎧
吟
ス
。
雨
絶
テ
堪
レ
支
レ
枕
。
風
来
可
レ
和
レ
琴
。

　
　
巴
茅
竺
花
ノ
路
。
孤
客
遠
郊
ノ
心
。
却
笑
嬌
児
女
。
篭
燈
虞
庭
二
尋

　
　
　
　
　
　
　
信
太
春
姻

　
　
落
落
長
松
樹
。
千
枝
譲
二
豫
章
一
。
林
光
含
二
宿
雨
一
。
山
霜
媚
二
春
陽
一
。

　
　
不
レ
論
斧
斤
ノ
入
ル
ヲ
。
只
聞
花
草
ノ
香
。
子
規
来
ル
コ
ト
幾
日
。
一
路
欝
ト
シ
テ
膠
着
。

　
　
　
　
　
　
　
横
山
炭
煙

　
　
隔
レ
山
知
レ
炭
久
。
冊
作
二
舳
雲
ノ
看
…
。
弧
矢
随
レ
風
変
。
綜
論
匝
樹
寒
。

　
　
鳥
銀
緯
至
斗
。
白
玉
想
成
レ
團
。
日
暮
無
二
躍
跡
一
。
西
霞
一
片
残
。

　
　
　
　
　
　
　
高
志
夕
陽

　
　
白
鶴
盤
何
久
。
漁
舟
巳
施
レ
腱
。
平
沙
承
二
落
畑
…
。
疎
竹
間
寒
藍

　
　
弦
境
宜
二
高
士
一
。
使
三
人
想
二
大
湖
…
。
煙
波
秋
色
遠
。
僑
レ
艦
独
長
肝
。

　
　
　
　
　
　
　
愚
蒙
晩
鐘

　
　
鳳
寺
春
山
夕
。
鰹
然
法
響
傅
。
花
飛
揺
二
返
景
一
。
林
静
度
二
深
煙
一

　
　
鵠
集
香
嚢
外
。
僧
帰
引
馬
辺
。
何
人
豊
国
大
夢
一
。
暫
此
頃
二
鹿
縁
一
。

　
　
　
　
　
　
　
淡
路
残
月

　
　
萬
占
神
人
蹟
。
霊
区
第
…
名
。
潮
通
二
畿
内
一
近
。
島
入
二
林
間
一
明
。

　
　
白
月
残
臨
レ
喚
。
翠
嵐
高
招
レ
瀟
。
天
橋
何
処
是
。
雲
蓋
大
空
清
。

　
　
　
　
　
　
　
葛
城
晴
雪

　
　
東
望
葛
城
獄
。
雪
朝
冠
二
衆
峯
一
。
雲
間
抽
二
玉
筍
一
。
日
下
映
二
青
松
一
。

　
　
腿
尺
河
泉
ノ
色
。
光
輝
倦
繹
ノ
踪
。
山
霊
差
不
麗
。
錐
レ
夜
尚
修
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
蜆
巌
集
』
後
篇
巻
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

た
し
か
に
「
横
山
炭
質
」
で
は
「
煙
」
の
字
を
用
い
ず
に
「
遣
出
」
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
「
信
太
春
姻
」
の
詩
は
、
「
古
今
和
歌
六
帖
」
の
「
い
つ
み
な

る
し
の
だ
の
も
り
の
く
す
の
き
の
ち
へ
に
わ
か
れ
て
も
の
を
こ
そ
思
へ
」
と
い
う

歌
か
ら
着
想
を
得
た
と
い
う
。
た
だ
し
こ
れ
は
六
帖
自
体
か
ら
で
は
な
く
『
夫
木

和
歌
集
』
巻
二
十
二
、
雑
部
四
に
の
る
歌
か
ら
で
あ
ろ
う
。
（
六
帖
で
は
「
く
す

の
は
の
」
と
な
っ
て
い
る
。
）

　
な
お
蜆
巖
は
泉
州
佐
野
の
豪
商
文
人
と
し
て
知
ら
れ
る
唐
金
梅
所
（
喜
右
衛
門
）

の
新
居
「
垂
裕
堂
」
に
つ
い
て
も
「
唐
金
氏
垂
下
堂
十
二
昧
」
（
『
蜆
厳
明
』
巻

四
）
を
詠
ん
で
い
る
。
唐
金
氏
も
ま
た
西
鶴
『
永
代
蔵
』
の
「
綿
弓
静
に
神
通
丸
」

で
描
か
れ
る
長
者
で
あ
っ
た
。
梅
所
は
新
井
白
石
・
三
宅
観
蘭
・
室
鳩
巣
ら
と
も

一
定
の
交
流
を
も
っ
て
い
た
が
そ
れ
は
蜆
巖
を
介
し
て
で
あ
っ
た
ろ
う
。
さ
ら
に

梅
所
は
宝
永
五
年
（
一
七
＝
二
）
五
月
二
〇
日
に
、
伊
藤
東
涯
に
入
門
し
て
い
る
。

東
涯
は
和
歌
浦
へ
遊
ぶ
さ
い
、
梅
所
を
訪
れ
て
お
り
、
『
梅
所
遣
稿
』
な
ど
に
は

東
涯
の
序
が
付
さ
れ
て
も
い
る
。
泉
州
の
豪
農
豪
商
層
が
一
八
世
紀
前
半
、
こ
の

よ
う
な
学
芸
関
心
と
交
流
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。



（
八
）

砥
園
南
海
書
簡
（
紀
三
井
寺
宛
）

　
　
　
　
　
尚
≧
昨
日
専
蔵
も

　
　
　
　
　
見
へ
申
候
、
如
推
察
此
節
不
得

　
　
　
　
　
寸
暇
候
由
、
其
御
方
へ
茂
夫
故

　
　
　
　
如
貴
諭
昨
今
ハ
珍
敷

　
　
　
　
　
御
無
音
心
外
と
の
御
拝
く
れ
く

　
　
　
　
天
気
御
座
候
、
回
避
替
無

　
　
　
　
　
二
而
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
御
座
候
由
慶
慰
仕
候
、

　
　
　
　
随
分
吉
原
β
到
来
之
由
二
て

　
　
　
　
新
敷
松
章
一
籠
被
懸

　
　
　
　
御
意
辱
次
第
奉
存
候
、

　
　
　
　
こ
と
の
外
見
事
成
ル
義
、

　
　
　
　
別
而
不
浅
致
珍
賞
候
、

　
　
　
　
且
又
何
・
6
之
重
之
内
細
論
、

　
　
　
　
是
亦
御
芳
情
之
至
黍
、

　
　
　
　
面
壁
勝
手
之
者
共
不
大
方
打
寄

　
　
　
　
賞
翫
悦
之
義
御
座
候
、

　
　
　
　
誠
に
く
遠
方
思
召
寄

　
　
　
　
　
千
万
く
謹
選
存
候
、
心
事

貴
面
御
礼
可
申
謝
候
、
以
上

九
月
廿
四
日

尚
≧
此
度
ハ
茸
狩

延
引
千
万
く
残
念
至
極

御
座
候
、
乍
然
専
蔵
方
賀
慶
之

品
ハ
本
懐
之
儀
二
艮
町
、
老
拙
風
気
も

い
ま
に
勝
不
申
候
而
床
褥
二

罷
在
候
仕
合
故
、
為
養
生
ニ
ハ

延
引
も
一
段
奉
存
候
、
右
之
義
二
付

毎
≧
御
世
話
恭
奉
座
法
、
以
上

紀
三
井
山

　
　
本
坊
御
侍
者
中
　
　
　
砥
園
鯨
一

砥
園
南
海
。
名
喩
、
字
伯
玉
、
汝
混
、
通
称
絵
一
、
号
南
海
、
寛
文
六
年
〈
一
六

六
六
〉
～
宝
暦
元
年
〈
一
七
五
一
〉
。
和
歌
山
藩
儒
。
木
下
順
庵
に
学
び
新
井
白

石
・
梁
田
蜆
巌
と
詩
才
を
並
び
称
せ
ら
れ
た
。
「
放
蕩
無
頼
」
と
相
ま
っ
て
文
人
精

神
を
代
表
す
る
人
で
あ
り
、
詩
書
画
一
体
と
し
て
の
文
人
画
の
創
始
者
で
も
あ
る
。

　
本
書
簡
は
紀
三
井
寺
に
宛
て
た
も
の
で
、
内
容
は
御
覧
の
通
り
、
松
茸
の
礼
で

あ
る
。
専
蔵
に
つ
い
て
は
未
詳
、
吉
原
は
名
草
郡
吉
原
村
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



p
ヤ
こ
こ
晒
・
納
・
・
ム
尽
7
岬
・
（
　
、
〉

や
メ
乍
賜
一
ざ
｝
ゐ
冬
チ
2

　
　
　
　
　
　
＾
磁
ム
み

あ
し
の
ロ
ぼ

ケ
玄
二
母
鈴

㌘
ガ
萎
↑
“
託
∴
み

、
♪
さ
4
9
窄
｝
疹
一

　
　
　
へ

・
』
の

み
る
み
償
穫
り
δ
一

D
｛
、
，
「
へ
、
了
t
、
㌔
9
》
下
一

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
こ

ソ
曳
♂
ふ
⑰
垂
べ
不

珂
メ
瑳
づ
－
気
5
7
々
の

々
戚
彊
一
埠
」
「
隔
乏

書
ゑ
々
ぞ

、
（
留
．
、
．
、
ユ
き
γ
η
∴
・

差
抜
，
崇
r

創
独
阻
菰
瀕

驚
ゑ
・
身

8
．
碗
，
，
浩
て
ン
η
∴
．
「
、

差
抜
，
φ
♂

　
　
　
　
　
　
　
ヌ

f
｛
一
～
⇔
ゐ
メ
ヶ
指

．
葦
寡
玄
“

・
層
マ
ふ
グ
峯
や
倒
、

み
、
か
粍
冥
繋
・
9
、
、
毒

い
よ
縮
，
ク
ー
・
藷
い

建
添
亦
冷
嚢
・
セ
・
、
、

斉
一
浜
γ
謬
・

身
卵
イ
態
も
玉
ぬ
、
・
　
脅

乙
訓
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浩
｝

（
九
）

宇
野
明
霞
書
簡
（
僧
正
大
和
尚
宛
）

　
　
　
　
幸
便
御
座
候
故
申
上
候
、
冷
気

　
　
　
　
日
到
候
、
益
御
安
康
被
成

　
　
　
　
御
座
珍
重
奉
存
亡
、
小
人
病
髄

　
　
　
　
飴
症
四
竃
御
座
候
三
共
三
八

　
　
　
　
同
然
也
、
甚
倦
申
候
、
御
印
章

　
　
　
　
成
就
仕
候
故
奉
上
仕
候
、
御
名
印

　
　
　
　
薔
刻
ハ
古
三
州
選
之

　
　
　
　
鼎
文
也
、
町
回
を
御
假
二
成
候
、

　
　
　
　
彼
書
二
又
と
麟
と
を
別
二

　
　
　
　
写
、
嚇
二
箔
三
鼎
文
を
加
候
へ
と
も

　
　
　
　
出
面
不
審
、
亮
の
籔
文

　
　
　
　
諒
な
る
事
書
二
明
二
御
座
旧
故

　
　
　
　
今
三
二
諒
を
用
候
、
凡
當
時

　
　
　
　
印
刻
多
御
座
候
得
共
得
法
ハ

　
　
　
　
稀
二
御
座
候
、
今
刻
ハ
蒙
文

　
　
　
　
小
人
布
置
仕
候
而
工
人
へ
相
授

　
　
　
　
此
鈴
の
御
印
も
改
刻
被
成
候
ハ
・

　
　
　
　
可
被
命
候
、
又
写
文
写
候
而

　
　
　
　
工
人
へ
可
相
授
候
、
鯨
事

九
六



後
日
可
申
上
候
、
恐
憧
敬
白

　
九
月
廿
七
日

僧
正
大
和
尚
座
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
三
平
拝

宇
野
三
平
は
宇
野
明
霞
。
京
都
の
人
、
名
刀
、
一
士
新
、
通
称
三
平
、
号
明
霞
、

元
禄
十
一
年
〈
一
六
九
八
〉
～
延
享
二
年
〈
一
七
四
五
〉
。
は
じ
め
租
練
学
を
奉

じ
た
が
、
の
ち
折
衷
を
主
と
し
て
独
自
の
学
を
立
て
た
。
弟
の
士
郎
と
並
び
平
安

の
二
宇
と
称
せ
ら
れ
た
。
浪
華
混
沌
詩
社
の
片
山
北
海
の
師
で
も
あ
る
。

　
宛
名
の
「
僧
正
大
和
尚
」
が
誰
か
は
特
定
で
き
な
い
。
明
霞
は
宇
佐
美
涌

水
・
僧
大
潮
に
祖
律
学
を
学
ん
だ
が
、
そ
の
大
潮
（
明
和
五
、
一
七
六
六
妓
、
九

三
歳
、
佐
賀
の
人
、
江
戸
で
も
活
動
）
か
、
あ
る
い
は
僧
大
典
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
大
典
（
一
七
一
九
～
一
八
〇
一
）
は
、
明
霞
に
儒
学
を
学
び
の
ち
京
相
国

寺
住
持
、
十
八
世
紀
上
方
詩
文
運
動
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。

　
書
簡
の
内
容
は
印
章
蒙
刻
成
就
に
関
わ
っ
て
籔
文
鼎
文
の
こ
と
な
ど
を
の
べ

る
。
明
霞
の
象
刻
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
が
、
籔
刻
は
文
人
に
必
須
の
技
芸
の
一

つ
と
意
識
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
多
少
と
も
試
み
た
。
「
古
蒙
彙
選
」
と
い
う
書

は
中
国
書
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
明
霞
は
古
体
派
の
籔
刻
へ
志
向
し
て
い
た

ら
し
く
、
そ
れ
は
こ
の
後
の
高
芙
蓉
・
葛
子
琴
・
曽
之
唯
ら
の
古
象
隆
盛
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
動
き
の
早
い
も
の
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

イ皆

犬
鴛
毒
見プ

雪
霧
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（一

Z
）

江
村
北
海
書
簡
（
林
伊
兵
衛
宛
）

　
　
　
拝
見
、
弥
御
平
安
奉
賀
候
、

　
　
　
然
者
借
宅
之
義
被
仰
聞
、

　
　
　
御
深
切
二
御
世
話
被
下
思
割
当
、

　
　
　
但
シ
此
三
三
は
な
し
申
候
室
町

　
　
　
四
条
下
ル
町
之
方
、
是
も
不
思
議

　
　
　
之
因
縁
与
可
曳
航
、
家
主
よ
り

　
　
　
達
擁
す
・
め
ら
れ
候
二
付
、
先
々

　
　
　
是
へ
名
工
メ
申
言
間
、
左
様
二
思
召

　
　
　
可
被
下
顎
、
乍
一
河
ハ
う
じ
入
、

　
　
　
其
う
じ
も
む
さ
く
手
狭
二
も

　
　
　
有
之
、
心
二
叶
不
一
候
へ
共
、
右
之

　
　
　
訳
二
日
家
主
井
二
隣
家
武
川

　
　
　
幸
順
達
臥
す
・
め
ら
れ
候
故
、
先
九
月
賀
州
へ
参
り
候
迄
と

　
　
　
存
罷
越
候
、
又
ミ
追
而
者
御
近
所

　
　
　
江
も
上
り
可
申
候
条
、
右
隣
町
江
も
能
ミ
御
礼
被
仰
達
可
被
下
候
、

　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
六
日

　
　
　
林
伊
兵
衛
様
　
　
　
　
　
江
村
傅
左
衛
門

九
八

ゆ
え
墨
筆
4
？

・
狂
一
穿
－
・
マ
を
鼻
・

φ
薦
・
5
セ
乙
．
η
≧
ρ
あ
赫
、

修
・
あ
z
？
う
f
ゑ

撃
ち
山
立
，
｝
畜
り
薪
彦
職

・
ム
⑤
色
三
二
う
声
・
選

書
嘗
ウ
堪
・
’
－
往
髪

多
之
毒
，
－
ゑ
．
毒
蔦
左

、
∩
〆
，
、
詫
歯
茎
p
ろ
よ

，
工
ろ
フ
ぞ
む
偽
ぐ
－
薦
5

窮
、
鷲
郵
酵

賓
掌
鴛
鴬
張

ゐ
，
姦
．
あ
、
夢
垢

之
M
｝
ヲ
フ
ー
豪

　
　
　
　
　
　
　
ゑ
浅
鰐

ら
《
々
轟
垂

　
　
　
　
　
　
　
　
、
の
〆
～
「
パ
酢

、
，わ
一
2
－
》
の



　
江
村
傅
左
衛
門
は
江
村
北
海
（
京
都
の
人
、
名
緩
、
仁
君
錫
、
通
称
傅
左
衛
門
、

号
北
海
、
正
徳
三
年
〈
一
七
二
二
〉
～
天
明
入
年
〈
一
七
六
六
〉
）
、
福
井
藩
儒

伊
藤
竜
洲
の
二
男
、
青
年
期
は
明
石
の
梁
田
蜆
巖
（
前
掲
（
七
）
書
簡
参
照
）
に

学
び
、
の
ち
江
村
家
を
つ
い
で
丹
後
宮
津
の
青
山
侯
の
文
学
と
な
っ
た
。
宝
暦
十

三
年
（
一
七
六
三
）
、
致
仕
し
て
京
城
南
に
住
ん
で
、
詩
社
賜
杖
堂
を
興
し
、
大

阪
混
沌
詩
社
と
も
頻
繁
な
交
流
を
も
っ
て
十
八
世
紀
上
方
学
芸
運
動
を
リ
ー
ド
し

た
人
で
あ
る
。
『
日
本
詩
史
』
『
日
本
詩
選
』
の
二
書
は
、
日
本
漢
詩
史
の
白
眉

で
あ
り
、
『
授
業
編
』
は
近
世
学
習
論
と
し
て
最
も
具
体
的
で
あ
る
。

　
宛
名
の
林
伊
兵
衛
は
、
京
都
書
騨
文
屋
堂
、
京
都
二
條
通
柳
馬
場
東
入
に
店
を

開
き
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
～
文
化
六
年
目
一
八
〇
九
）
ま
で
開
板
が
確

認
さ
れ
る
板
元
。
『
近
世
碕
人
伝
』
正
続
・
『
閑
田
愚
筆
』
『
芸
苑
談
』
『
秋
苑
日

渉
』
な
ど
の
文
人
随
筆
、
『
漠
園
文
集
』
『
葛
原
詩
話
』
な
ど
の
詩
文
、
『
生
々
堂

医
謳
』
『
一
角
纂
考
』
な
ど
の
医
学
、
本
草
関
係
な
ど
、
十
八
世
紀
学
芸
文
化
の

一
翼
を
担
う
書
騨
で
あ
っ
た
。
『
浪
華
郷
友
録
』
や
『
平
安
人
物
志
』
な
ど
学
芸

家
案
内
誌
の
出
版
に
も
参
加
し
、
学
芸
社
会
の
形
成
に
も
一
定
の
役
割
を
果
た
し

た
（
井
上
和
雄
『
増
訂
慶
長
以
来
書
頁
集
覧
』
・
坂
本
宗
子
『
享
保
以
後
板
元
別

書
籍
目
録
』
な
ど
）
。
江
村
北
海
は
書
物
を
通
し
て
当
然
親
密
な
交
渉
を
も
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
本
書
簡
は
林
伊
兵
衛
が
北
海
へ
借
宅
の
世
話
を
し
た
の
に
対
し
、
先
に
す
す
め

ら
れ
て
い
た
方
へ
決
め
た
こ
と
を
連
絡
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
み
え
る

「
室
町
四
条
下
ル
町
」
は
明
和
五
（
一
七
六
六
）
年
版
『
平
安
人
物
志
』
の
北
海

の
住
所
と
し
て
載
る
所
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
簡
は
こ
れ
よ
り
以
前
で
あ
ろ

う
。
な
お
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
版
以
降
は
、
「
釜
座
通
下
立
売
下
ル
町
」
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
移
潔
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
書
簡
中
に
「
隣
家
武

川
幸
順
雪
曇
す
・
め
ら
れ
」
と
み
え
る
が
、
武
川
幸
順
は
京
都
の
小
児
家
医
。
さ

き
の
『
平
安
人
物
志
』
に
は
「
室
町
四
条
下
ル
丁
」
と
あ
り
、
ま
さ
し
く
「
隣
家
」

で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
武
川
幸
順
は
、
本
居
宣
長
が
小
児
科
医
に
な
る
た
め
に
学

ん
だ
医
家
で
も
あ
る
。
宣
長
は
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
上
洛
、
儒
者
堀
景
山
に

入
門
し
た
の
ち
、
同
四
年
景
山
の
殻
後
、
景
山
門
下
の
武
川
幸
順
に
医
を
学
ん
で

い
る
（
宣
長
『
在
京
日
記
』
）
。

　
な
お
「
九
月
賀
州
へ
参
り
候
」
と
書
簡
中
に
あ
る
が
、
こ
の
点
は
未
詳
。
年
次

は
明
和
期
の
前
半
か
と
思
わ
れ
る
が
特
定
で
き
な
い
。

（
十
こ

平
沢
旭
山
書
簡
（
橋
本
貞
元
宛
）

　
　
　
春
色
白
人
候
而
豊
丘
の
ミ
存
出

　
　
　
申
悪
事
二
御
座
候
、
近
況
如
何
、
弥

　
　
　
御
安
好
奉
珍
重
候
、
先
達
膝
位
御

　
　
　
象
刻
被
下
、
毎
≧
御
苦
労
千
萬

　
　
　
黍
被
存
在
、
以
尺
一
御
礼
可
申
上
候

　
　
　
書
誌
、
い
つ
も
御
返
事
な
く
候
ゆ
へ

九
九



不
一
一
一
一
、
唯
尺
一
ハ
一

服
不
恐
候
、
此
度
西
ス
ル
人
有
之

候
程
、
不
膜
不
雅
な
る
品
二
候
へ
共
、

東
都
ノ
名
産
二
候
ゆ
へ
御
三
二

進
上
仕
候
、
御
笑
納
可
三
下
候
、
定
而

渾
社
諸
友
時
ミ
御
参
會
奉

　
　
　
　
　
　
察
候
、
薬
葭
折
≧
寒
帰
雅

　
　
　
　
　
　
来
申
候
、
千
秋
諸
子
御
出

　
　
　
　
　
　
會
之
節
宜
御
三
聲
可
被
下
候
、

　
　
　
　
　
　
奉
読
候
、
官
後
急
申
上
候
条

　
　
　
　
　
　
草
≧
如
此
御
座
候
、
頓
首
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
橋
本
貞
元
様

　
　
　
　
　
　
非
詩
人
莫
一
三
と
は

　
　
　
　
　
　
申
す
と
も
奮
も
亦
不
可
捨

　
　
　
　
　
　
と
か
近
作
少
≧
御
職
奉

　
　
　
　
　
　
希
候
、
以
上

平
沢
茂
介
は
平
沢
旭
山
（
一
七
三
三
－
一
七
九
一
、

平
澤
茂
介

名
元
榿
、
字
悌
侯
、
通
称
茂

○
○

　η1ゼ



介
、
の
ち
夢
助
）
。
旭
山
は
山
城
宇
治
の
人
。
大
坂
で
片
山
北
海
ら
と
交
わ
り
、
明
和

二
年
（
一
七
六
五
）
の
混
沌
社
設
立
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
多
治
比
郁
夫

「
平
沢
旭
山
と
混
沌
詩
社
の
成
立
前
後
」
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
七
）
。
そ
の
後
、
江

戸
へ
出
て
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
六
月
二
日
、
良
野
平
助
の
紹
介
で
林
家
塾

（
湯
島
聖
堂
）
に
入
門
を
許
さ
れ
、
「
七
月
晦
日
昌
平
坂
入
塾
」
と
『
升
堂
記
』
（
東
京

都
立
中
央
図
書
館
）
に
み
え
る
。
昌
平
坂
の
学
舎
内
に
住
居
し
た
ら
し
い
。
明
和
六

年
十
月
廿
二
日
仰
高
門
講
釈
を
仰
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
史
料
編
纂
所
本

『
升
堂
記
』
に
は
み
え
な
い
が
、
都
立
本
に
よ
る
と
、
安
永
三
年
七
月
一
た
ん
退
塾
し
、

同
五
年
再
入
塾
し
、
同
八
年
三
月
朔
日
に
は
員
長
役
（
学
頭
）
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
本
書
簡
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
間
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宛
名
の
橋
本
貞
元

は
混
沌
社
の
詩
人
と
し
て
著
名
な
達
子
琴
（
天
明
四
・
一
七
八
四
残
）
で
あ
る
。

子
琴
の
特
技
で
あ
っ
た
筆
刻
を
送
ら
れ
た
礼
を
の
べ
る
が
、
子
琴
か
ら
は
「
い
つ

も
御
返
事
な
く
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
面
白
い
。
子
琴
は
あ
ま
り
手
紙
を
書
か
な

か
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
「
薔
遊
の
み
導
出
」
し
と
い
う
よ
う
に
、
薫
葭
堂
や
頼

千
秋
（
春
水
）
な
ど
「
渾
社
」
す
な
わ
ち
混
沌
社
で
交
遊
し
た
人
た
ち
へ
の
思
い

が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
追
書
で
は
詩
人
子
琴
に
詩
の
批
正
を
乞
う
て
い
る
。
旭
山

が
茂
介
か
ら
五
介
（
助
）
へ
と
改
称
す
る
の
は
、
天
明
元
年
十
月
朔
日
で
あ
る
の

で
（
「
辛
丑
日
録
」
『
業
鯨
稿
叢
』
所
収
）
、
そ
れ
よ
り
は
前
の
書
簡
で
あ
る
。

　
な
お
旭
山
は
、
そ
の
後
ま
た
退
塾
し
た
の
ち
、
天
明
七
年
七
月
に
「
再
勤
」
、

翌
年
七
月
に
退
役
の
の
ち
、
「
寛
政
二
年
庚
戊
夏
六
月
　
破
門
」
と
『
升
堂
記
』

に
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
同
年
五
月
に
出
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
異
学
の
禁
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
旭
山
に
は
『
漫
遊
文
章
』
他
の
多
く
の
著
書
が
あ
り
、

「
辛
丑
日
録
」
「
長
光
暦
」
な
ど
の
日
記
が
残
さ
れ
る
。

（一

�
j

尾
藤
二
洲
書
簡
（
田
中
祐
篤
宛
）

　
　
　
華
屋
仲
陽
、
其
後
ハ
早
雪
御
音

　
　
　
信
も
不
承
候
所
、
弥
御
平
安
被
成
御
入
、

　
　
　
欣
慰
事
至
二
奉
存
候
、
此
度
菅
生

　
　
　
東
行
二
付
、
佳
品
　
預
御
恵
贈

　
　
　
感
亦
不
少
候
、
菅
生
事
ハ
折
節

　
　
　
弊
盧
人
少
ク
候
二
付
、
先
ハ
差
置

　
　
　
申
候
、
ど
ふ
や
ら
志
も
あ
る
様
二
見
へ
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
ミ
）

　
　
　
全
ク
書
契
年
来
之
御
堤
携

　
　
　
ゆ
へ
と
存
候
、
猶
遂
≧
出
精
上
達

　
　
　
致
し
候
様
二
被
存
置
事
二
候
、
明
日
壁
高

　
　
　
出
し
勝
様
申
候
二
付
、
鳥
渡
御
答
迄
二

　
　
　
草
≧
如
此
二
号
、
老
獺
多
事
萬

　
　
　
御
海
容
可
被
下
町
、
頓
首

　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
廿
九
日

　
　
　
田
中
祐
篤
様
　
　
　
　
・
尾
藤
良
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



尾
藤
良
佐
は
尾
藤
二
洲
（
↓
七
四
五
－
一
八
一
三
）
、
伊
予
川
之
江
の
出
身
、
若

く
し
て
上
方
に
来
て
、
京
の
皆
川
洪
園
に
一
時
就
い
た
の
ち
（
『
有
斐
斎
受
業
門

人
帖
』
）
、
大
坂
の
混
沌
社
に
加
わ
り
、
片
山
北
海
、
葛
子
下
、
頼
春
水
、
ま
た

懐
徳
堂
の
人
々
と
学
問
交
流
を
重
ね
た
。
社
友
と
と
も
に
河
内
や
和
泉
に
も
出
向
、

そ
の
地
の
在
村
青
年
た
ち
の
学
芸
を
支
援
し
た
。
宛
名
の
田
中
祐
篤
（
元
絹
）
も

そ
の
一
人
で
、
二
洲
と
唱
和
し
た
詩
や
、
二
洲
の
詩
箋
が
残
さ
れ
て
い
る
（
前
揚

拙
稿
参
照
）
。
二
洲
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
、
聖
堂
儒
者
と
し
て
幕
府
に
登

用
さ
れ
、
昌
平
坂
学
問
所
設
立
へ
と
至
る
幕
府
学
政
改
革
を
に
な
っ
て
い
く
。
本

書
簡
は
す
で
に
出
府
後
の
も
の
で
江
戸
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
祐
篤
の
知

る
菅
と
い
う
若
者
を
二
洲
の
下
へ
遊
学
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
受
け
入
れ
の

意
向
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
と
の
つ
な
が
り
を
介
し
て
昌
平
費
へ
遊
学

す
る
者
が
多
か
っ
た
ら
し
い
。

（一

O
）

柴
野
栗
山
書
簡
（
尾
藤
二
洲
宛
）

　
　
　
　
　
　
二
白

　
　
　
私
門
人
讃
生
柴
田
勘
蔵
ト

　
　
　
申
者
、
品
二
よ
り
来
春
ハ
御

　
　
　
塾
中
へ
御
寄
宿
御
階
申
度

　
　
　
奉
存
候
、
未
若
輩
未
熟
者
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卒
）

　
　
　
御
座
候
へ
共
何
率
御
教
育

〇
二

可
被
下
士
哉
、
外
二
相
頼
正
方
も

無
罪
、
無
黒
暗
二
上
、
尚
亦

勘
蔵
兄
与
治
兵
衛
ト
申
者
、
則

此
度
罷
下
り
以
参
御
楽
可
申
候

委
曲
之
事
ハ
彼
者
へ
盗
聞
可
融
気
候
、

何
卒
相
聖
慮
筋
二
御
座
候
ハ
・
御
領
掌

種
下
候
様
二
三
頼
申
候
、
取
込
中

落
重
事
も
早
々
申
重
語
、
頓
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
助

　
　
　
　
　
良
助
様

本
書
簡
は
本
文
・
日
付
と
も
に
欠
い
て
い
る
が
、
こ
の
彦
助
は
柴
野
栗
山
の
通
称

と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
栗
山
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
一

月
、
林
家
以
外
の
学
者
と
し
て
は
じ
め
て
聖
堂
付
儒
者
と
な
っ
た
人
。
松
平
定
信

に
よ
る
寛
政
改
革
の
一
環
と
し
て
の
聖
堂
改
革
の
た
め
、
上
方
か
ら
学
者
が
登
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
］
人
目
で
あ
っ
た
。
宛
名
の
良
助
は
良
佐
す
な
わ

ち
寛
政
三
年
聖
堂
儒
者
と
し
て
同
僚
と
な
っ
た
尾
藤
二
七
で
あ
ろ
う
。
本
書
簡
も

栗
山
の
出
身
地
讃
岐
か
ら
の
遊
学
生
柴
田
勘
歳
と
い
う
も
の
を
二
洲
の
家
塾
へ
寄

宿
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
状
で
あ
る
。
な
お
二
丁
の
役
宅
は
聖
堂
敷
地
の
一
隅

に
あ
っ
た
。



（一

l
）

古
賀
精
里
書
簡
（
尾
籐
二
洲
宛
）

　
　
　
今
日
寒
泉
江
御
出
被
成
候
由
、
右

　
　
　
御
壷
豊
富
冗
丁
丁
得
貴

　
　
　
意
候
得
共
、
足
東
山
廿
日
二
賀
莚

　
　
　
之
由
二
而
高
作
催
促
致
来
手
、

　
　
　
輪
中
之
御
閑
絡
七
二
被
成
可
被
下
之

　
　
　
　
一
、
扱
又
高
批
落
蓋
古
用
仕
候

　
　
　
　
御
禮
塩
草
≧
申
楽

　
　
　
　
　
三
月
十
八
日

　
　
　
良
佐
様
　
　
　
　
　
弥
助

弥
助
は
古
賀
精
子
の
通
称
、
良
佐
は
尾
藤
二
洲
で
あ
る
。

精
通
は
佐
賀
藩
士
、
は
じ
め
陽
明
学
を
学
び
京
に
遊
学
し
て
福
井
小
車
、
西
依
成

魚
に
朱
子
学
を
学
ん
だ
あ
と
、
大
坂
に
来
て
頼
春
水
、
尾
藤
二
士
と
交
流
し
、
朱

子
学
復
興
グ
ル
ー
プ
を
形
成
。
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
、
佐
賀
藩
校
弘
道
館
教

授
と
な
っ
た
の
ち
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
、
幕
府
儒
官
と
し
て
登
用
さ
れ
、

栗
山
・
二
面
ら
と
と
も
に
寛
政
期
学
政
を
担
い
、
昌
平
費
の
設
立
展
開
に
尽
力
し

た
。　

書
簡
の
は
じ
め
の
「
寒
泉
」
は
岡
田
寒
泉
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
寒
泉
（
清
助
）

は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
儒
職
に
登
用
さ
れ
、
柴
野
栗
山
（
彦
助
）
、
尾
藤
二

洲
（
良
佐
）
と
並
ん
で
「
寛
政
の
三
博
士
」
ま
た
「
寛
政
の
三
助
」
と
も
よ
ば
れ

た
人
で
あ
る
。
「
足
東
山
廿
日
二
賀
莚
」
と
あ
る
「
足
東
山
」
と
は
誰
で
あ
ろ
う
。

薦
（
野
）
東
山
と
い
う
人
が
知
ら
れ
る
が
、
す
で
に
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に

破
し
て
い
る
。
こ
の
「
足
東
山
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
「
御
閑
絡
索
」
は
お
ひ
ま

の
つ
い
で
に
詩
を
詠
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
三
篇
は
、
と
も
に
十
八
世
紀
後
半
大
坂
で
学
芸
交
流
を
行
い
、
寛
政
期
幕

府
に
登
用
さ
れ
て
、
昌
平
費
を
中
心
と
す
る
文
教
に
携
わ
っ
た
人
々
と
し
て
、
短

簡
で
は
あ
る
が
並
べ
た
。
お
そ
ら
く
い
ず
れ
の
書
簡
も
、
田
中
元
組
が
親
我
し
た

尾
藤
二
洲
か
ら
直
接
入
手
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
上
で
ひ
と
ま
つ
書
簡
の
紹
介
を
終
え
る
が
、
田
中
家
に
蔵
さ
れ
る
書
簡
が
、

た
ん
な
る
収
集
で
は
な
く
、
同
家
の
学
芸
意
識
と
関
わ
っ
て
上
方
で
活
躍
し
た
学

者
書
簡
を
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
了
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
れ
が
上
方
学
芸
の
流
れ
を
見
る
上
で
一
定
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
れ
ば

こ
の
上
に
い
う
べ
き
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
お
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
、
私
の
貧
弱

な
解
読
力
で
は
ど
う
に
も
読
み
得
な
い
所
を
残
し
た
上
、
誤
読
し
た
箇
所
も
あ
ろ

う
か
と
恐
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
機
を
得
て
、
ま
だ
残
さ
れ
る
十
通
前
後
の
紹
介
と

合
わ
せ
、
そ
れ
ら
の
補
正
を
期
し
た
い
と
思
う
。

　
な
お
こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
未
装
釘
の
ま
ま
一
通
一
通
が
生
な
状
態
で
保
管
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



一
〇
四

て
い
る
。
ま
た
書
簡
を
含
む
田
中
家
の
蔵
書
・
資
料
の
一
部
は
大
阪
市
立
大
学
医

学
部
情
報
セ
ン
タ
ー
医
学
資
料
館
（
あ
べ
の
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
六
階
）
に
展
示
さ
れ

て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
御
覧
願
い
た
い
。

　
末
尾
な
が
ら
、
御
所
蔵
書
簡
の
翻
刻
を
快
く
お
許
し
い
た
だ
い
た
田
中
祐
尾
氏

に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


